
 

注意：エアパックを部位などに着けた際の圧迫値は、そのまま誤差とし、測定範囲を知るうえの低い方の値です。（例：部位に着けた際の値１．２kPa、プレス試験値が２０kPaの場合→測
定範囲は１．２～２０kPa）着けた際の圧迫値をそれ以上の測定値から差し引くと、その分低い値となります。測定値はそのまま読み取ってください。



エアパックの取付
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　値が急激に下ると不良

エアパック切離し､先端部を指先で
しっかりつまみ、引き抜く
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･エア漏れ確認
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開放弁押す
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押さえ

V1.3

2回
1回

プレス試験３回

株式会社 エイエムアイ・テクノ  

13)

11)

終了

取付時の多少の圧迫は、加
圧が高くなるとともに誤差が
少なくなります

 表示を見ながら取り付・・-
0.010～.0.030V程度。曲率
が大きい時や高圧測定時
は、値が高くても誤差はクリ
アされます
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ピンで
止まるように

ピンの針で止
るように

先端の金属部のみを
しっかりつまみスライド

互いを近付ける
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拡大

この時、吸引圧で回転ギヤが戻らないように注意し、開放

プレス直後の、
最大値を読み、
３回繰り返す

皮膚面をアルコールなどで油分をふき取ると,はがれ難い
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